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[1] 測度空間 (X,B, µ) を考え，E ∈ B 上の複素数値可積分関数 f(x) を考える．

F ⊂ E, F ∈ Bとなる F についてΦ(F ) =
∫

F

f(x) dµとおく．E = E1∪E2∪· · ·∪En

(disjoint union)という有限個の Bの元への分割を考えたとき，

sup
n∑

k=1

|Φ(Ek)| =
∫

E

|f(x)| dµ

であることを示せ．ただし左辺の supは，上のようなあらゆる E の分割についての
上限である．

[2] EをRの Lebesgue可測部分集合とし，0 < µ(E) < ∞とする．(µはLebesgue
測度である．)このとき次の問いに答えよ．

(1) f(x) =
∫
R

χE(x + y)χE(y) dy とおくと，これは xの連続関数であることを

示せ．
(2) 集合 Ẽ = {x − y | x, y ∈ E}は 0を内点として含むことを示せ．

[3] A,B を Rの Lebesgue可測部分集合とする．

∫
R

µ((A + x) ∩ B) dx = µ(A)µ(B)

を示せ．ただしここで，µは Lebesgue測度であり A + x = {y + x | y ∈ A}である．

Typeset by AMS-TEX


